
Bringing Open Together.

2022年 12月5~6日 | 横浜 

イベント レポート



OSS Japan 2022: ポスト イベント レポート          1

Open Source Summit Japan 2022 は、今日のオープン ソースに影響を与える最も重要なテクノロジー、
トピック、および問題をカバーする 10 のイベントのコレクションで構成される包括的なカンファレンスとし
て開催されました。このイベントには、世界 33 か国の 300 の組織から、合計 825 人の参加者が集まり、そ
のうち 508 人が横浜で直接参加しました。

Open Source Summit Japan には、エコシステム全体から多様なオープンソース コミュニティ メンバーが
集まりましたが、取り上げるトピックの範囲を考えれば当然と言えるでしょう。参加者の 64% は技術者でし
た。

業種

職務レベル

 情報技術 52%

 自動車 12%

 産業 11%

 非営利 7%

 通信 5%

 金融 4%

 消費財 3%

 プロフェッショナル  
      サービス 3%

 医療 1%

 マテリアル 1%

 エネルギー 1%

 個人 30%

 その他 28%

 マネージャー 22% 

 取締役 8%  

 社長 / 社長 5% 

 アカデミック 4%

 VP/SVP/GM  3%

「2019年以来の日本での初の
対面イベントは素晴らしい経
験でした。久しぶりに会えた友
人や同僚にやっと再会できまし
た。また、プレゼンテーションや
トラック サイド チャットで新し
いつながりができ、刺激を受け
ることができました。日本のお
もてなしに感謝します。」
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職種

国

10 のイベントのうちおもにどれに参加したかという質問に対し、 
参加者は次のように答えました。

 システム/組み込み 18%

 アプリケーション開発者 10%

 アーキテクト 10% 

 技術チーム マネージャー10%   

 カーネル/運用開発者 9%  

 その他 7% 

 DevOps/SRE/システム管理者 7% 

 エグゼクティブ リーダー 6% 

 マーケティング 5%  

 OSPO マネージャー 4%  

 製品/ビジネス開発 4% 

 その他マネージャー 3%  

 リーガル コンプライアンス 2%  

 メディア アナリスト 2% 

 学生 2%  

 教授・アカデミック 1%  

 アジア 81.13% 

  北米 10.88%

   ヨーロッパ  7.25% 

  アフリカ .36%   

 オセアニア .25%  

 南米 .13% 

 LinuxCon  53%

 Automotive Linux Summit    34%

 CloudOpen 33%

 ContainerCon 33%

 Embedded IoT Summit 31%

 Open AI and Data Forum 24%

 OSPOCon 23%

 Critical Software Summit   22%

  Community Leadership  
Conference 20%

 Emerging OS Forum 16%

出席者は、複数のイベントを選択することができました。
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「リモートでしかセッションに
参加できなかったにもかかわ
らず、主要なポイントを理解す
ることができ、さまざまなワー
クフローやクラウド ネイティブ
の手法について多くの新しい
情報を得ることができました。 
OSS にバーチャルで参加でき
ることをうれしく思います。」
Deependra Singh Shekhawat
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 コンテンツ
このイベントは、以下の 10 のマイクロ カンファレンスで構成され、全体で 92 以上の講演が行われました。

Automotive Linux Summit、LinuxCon、CloudOpen、ContainerCon、OSPOCon、 
Critical Software Summit、Community Leadership Conference、Emerging OS Forum、 
Embedded IoT Summit、Open AI + Data Forum

人気セッション 
• • How to Investigate Issues on Linux Embedded System? – Yoshihiro Shimoda,  

Renesas Electronics Corporation

• • Kernel Live Patching at Meta – David Carl Vernet & Song Liu, Meta

• • Panel Discussion: OSPO Panel of Japan – Masato Endo, Toyota Motor Corporation; Akane 
Yayamasaki & Hidekazu Kamino, Mercari, Inc.; Teppei Asaba, Fujitsu Limited & Norio Kobota, Sony 
Group Corporation

• • Lightweight and Easy to Integration Into Embedded System Using Linux Container  
– Harunobu Kurokawa, Renesas Electronics Corporation

• • Distributed Tracing Integration with OpenTelemetry and Knative  
– Daniel Oh & James Falkner, Red Hat

• • Challenges & Opportunities for OSPOs in Asia-Pacific – Ana Jiménez Santamaría, TODO Group

• • Cloud-Native Automotive Edge: AGL for Software-Defined Vehicles – Jiancong (Jerry) Zhao, 
Panasonic Corporation & Haydn Peterswald, AWS Automotive

• • Delivering Security Fixes Continuously Into Your Embedded Linux  
– Hiraku Toyooka, Cybertrust Japan

• • Sponsored Session: LINE’s Journey; Road to 4 Million Cores in the Private Cloud – Masahito 
Muroi & Mitsuhiro Tanino, LINE Corporation

• • Introducing a New Performance Monitoring Daemon – Peace Lee, Hyundai Motor Company



OSS Japan 2022: ポスト イベント レポート          4

セッションの記録 
Open Source Summit Japan でのすべてのセッ
ションは録画されており、The Linux Foundation の 

YouTube チャンネルでご覧いただけます。

スポンサー ショーケース
Open Source Summit Europe では、対面および
バーチャルでスポンサー ショーケースを主催し、 
19のスポンサーが対面展示ブースを、 11のスポン
サーがバーチャル ブースをホストしました。

• • 対面でのバッジ スキャン数平均：31
• • 対面でのバッジ スキャン数トップ：78
• • 対面でのバッジ スキャン数合計：551
• • バーチャル ブースの訪問数平均：18
• • バーチャル ブースの訪問数トップ：40
• • バーチャル ブースの訪問数合計：203

https://www.youtube.com/c/LinuxfoundationOrg
https://www.youtube.com/c/LinuxfoundationOrg
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ダイバーシティ＆インクルージョン*

• • 基調講演者の22%が女性またはノンバイナリーを自認
• • プログラム委員会メンバーの22%が女性またはノンバイナリーを自認
• • 全講演者のうち約15%が女性またはノンバイナリーを自認
• • 全講演者のうち約35%が有色人種を自認
• • 参加者の7%が女性またはノンバイナリーを自認
• • 参加登録者の21%が有色人種を自認
*これらは登録フォームのオプションの質問の結果で、回答の選択肢には「答えたくない」も含まれ、回答を完全にスキップすること
もできます。したがって、実際の数値はここに反映されているよりも高い可能性があります。

性自認

 男性 54% 

  答えたくない 39%

 女性 6% 

 その他の性を自認 1%   

 はい 21% 

 いいえ 17%

 答えたくない 62% 

有色人種と自認しているか

 0-19 1% 

 20-39 22%

 40-60 24% 

 61+ 3%

  答えたくない 50%     

年齢



OSS Japan 2022: ポスト イベント レポート          6

コミュニティ サポート
多様なコミュニティの参加を奨励および促進するために、The Linux Foundation は、このイベントに多様
性とニーズに基づく登録奨学金と旅行資金を提供し、次の目的で10,100ドルの資金を提供しました。

• • 63 のダイバーシティ スカラーシップ

• • 32 のニーズベース レジストレーション スカラーシップ

• • 2つのダイバーシティ トラベル スカラーシップ

• • 2つのニーズベース トラベル スカラーシップ

健康と安全について 
イベントが終了して以来、オンサイトの参加者から COVID の陽性例は報告されていません。
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ソーシャル メディアのハイライト:
Twitter

11 月 28 日から 12 月 12 日までの測定では、#ossummit は合計 3,700 万以上のインプレッションを獲得
し、ピークは 12 月 5 日 (Open Source Summit Japan の 1 日目) で、合計で 1,200 万以上のインプレッシ
ョンがありました。

Linkedin 

11 月 28 日から 12 月 12 日まで、LF LinkedIn ページには 2.8K のユニーク ビジターと 2.9K の新規フォ
ロワーがいます。この期間中の投稿は 491,000 インプレッションを獲得しました。

メディアとアナリストの結果
Open Source Summit Japanへの参加・取材を目的として登録したメディア：

• • Nnyagoro Ogasawara, Kohgakusha Co. Ltd

• • Tomoya Tabuchi, USP Lab.

• • Yasuyuki Matsushita, ThinkIT

• • Yachiyo Tanaka, FOURIN

• • Osamu Noguchi, BP

• • Yuki Saito, ITmedia Inc.

• • Masakazu Takahashi, freelance

• • Jiro Aso, Universal Shell Programming 
Laboratory

• • Yukio Yoshida, ThinkIT

• • Akiko Gomi, Freelance

• • Fumitaka Osawa, Kohgakusha Co.Ltd
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参加者の声:
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